
　　　　

7 年 2 月 10 日

平日
休日

10
8

時
30
30

分から
19
17

時
30
30

分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 日々の活動や行事をホームページ内の園便りやブログにて掲載しておりますので、ご参照ください。

家族支援

・定期的に面談を実施し、ご家族からの相談に対する助言およびサポートを行
います。
・日々の連絡帳や送迎時のお話、必要に応じて電話等を通してご家族との情報
共有を行います。

移行支援
・障がい特性を踏まえた一貫した支援を行うため、関係機関との連携を図
るとともに、進学等のライフステージの切り替えを見据えた本人、ご家族
への相談援助やスムーズな移行に向けた働きかけを行います。

地域支援・地域連携
・地域の主催するイベントに積極的に参加します。（お祭り・バザー　等）
・担当者会を通して相談支援事業所や他の障害児通所支援事業所、お子様の通
う学校等と情報共有や支援方法について連携を図ります。

職員の質の向上

・２カ月に１度つくしI・RO・HAと合同で研修会を実施しています。
・外部への研修会に積極的に参加し、内容を事業所内で共有しています。
・各職員が定期的に自己評価を行い、適切な目標設定をその都度行ってい
ます。

支　援　内　容

・毎日視診・検温・手洗い・うがいを実施し、ご利用者様の健康状態の把握や感染症予防に対する意識向上を図ります。
・食事・排泄・着替え等、基本的生活習慣におけるトレーニングを個々のご利用者様の発達に応じて実施し、自立を目指します。
・ご利用者様自身の荷物や事業所で使った玩具等の片付け（整理整頓）を行う習慣をつけるための時間を確保し、効率の良い生活を送るためのスキル獲得を目指します。
・利用により余暇の充実を図ることで、ご利用者様の日々の学校、家庭、地域生活が豊かなものとなるように支援します。

・公園やボール等の遊具を使った遊び等で保有する感覚を活用しながら身体を動かし、基本的な運動・動作の向上やバランス、力の強弱、方向感覚等を養います。また、日々の宿題や制作
等の椅子や机を用いた活動の中で正しい姿勢の習得を図ります。
・外部講師を招いた作業療法やリトミックを実施し、楽しく遊びながら運動能力の向上や感覚統合の発達等を促す支援を行います。

本
人
支
援

・その日のスケジュール（時間、内容）は文字やイラストを用いながら視覚的に掲示し、見通しが持て安心して過ごせたり、活動内容が分かり取り組みやすい環境を整えます。
・認知の偏り等、一人ひとりの特性に配慮し、ルールや約束事は情報を取得しやすいよう「見える化」を行い、入ってくる情報を適切に処理し、安全に適切な行動ができるように支援しま
す。また、内容を理解して取り組めるように認知機能の発達を促し、理解への結びつきを深めます。

・挨拶等の基本的なコミュニケーションの習慣化に向けて支援します。
・しりとり、人狼ゲーム、SSTを用いた遊び等を通して言語の習得や自発的な発言を促します。また、自分の意志の伝達や相手の意見を聞き入れて意図を理解する等、人との相互作用によ
るコミュニケーション能力の向上を図ります。

・他者との関わりの機会を提供できるよう集団遊びを多く取り入れ、他者と関わりながら楽しく遊ぶ中で仲間づくりができるように支援します。
・集団での活動の中で「みんなと一緒にできた」「みんなとできて楽しかった」等の成功体験を積み重ねて自信へと繋げていき、集団への不安解消や積極性へと繋げていきます。
・児童館や博物館等の公共施設の利用や地域のイベント参加等を通して社会経験や、そうした場所ではグループを設定することで、周囲の人との協調性を高めます。

支援方針

１．	私たちは、利用者一人ひとりの人格を尊重し、倫理感と専門性を高め、常に向上心を持った支援を心がけ、社会参加や自己実現を目指します。
２．	私たちは、共生社会の実現に向けて、地域社会との連携を重視し、障がい福祉の啓発に努めます。
３．	私たちは、本人・親・家族の思いを実現化し、生涯にわたって寄り添った支援ができるように努めます。
４．	私たちは、経営理念を具現化する役割を担う職員の働きにくさを解消し、キャリアアップが実感でき、仕事と家庭のバランスがとれる働き方を基本とした、健全な施設運営に努めま
す。
５．	私たちは、地域の関係機関と連携をとり、必要とされる事業の展開を目指しつつ、地域住民としての役割の一旦を担うことで地域貢献できるように努めます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

１．	私たちは、親・家族たちがわが子の幸せを願う強い思いから設立された法人であることを念頭に置き責任と誇りを持って日々の業務に努めます。
２．	私たちは、本人の思いを尊重し各々の個性や障がい特性を十分に理解して、その思いに寄り添った支援に努めます。
３．	私たちは、障がいのある人たちが分け隔てなく生活できる共生社会の実現に努めます。
４．	私たちは、法人の事業が公共的なものだということを認識し、運営を行います。
５．	私たちは、地域・社会の福祉ニーズを把握し、福祉の拠点となり得る事業展開ができることを目指しながら、自らも地域社会の一員としての意識をもって働きます。

事業所名 つくし　ステップ 作成日支援プログラム


